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研究成果の概要：有明海特産稚魚の存続に不可欠な筑後川の低塩分高濁度汽水域に存在する大

陸沿岸遺存生態系の実体解明を，主として炭素窒素安定同位体比を用いて試

みた．その特異な生態系の起源が現存すると推定された韓国西岸群山に流入

する錦江河口域において筑後川と同様の調査を行い，両者を比較した．いず

れの河口域においても河川からの淡水流入量や流入パターンが極めて重要な

役割を果たしていることが明らかになった． 
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１．研究開始当初の背景 
（1）二つの意味での宝の海，有明海 

九州西部に位置する有明海は，日本最大の

干満差をもつわが国では他に例を見ない特

異な内湾である．かつては“宝の海”と言わ

れていたが，それは類い希な漁業生産に恵ま

れると共に，わが国ではそこだけにしか生息

しない多くの特産種や準特産種が棲んでい

るからである．しかし，近年開発の波に有明

海は翻弄され続け，その漁業生産は３０年前

の７分の１以下に激減した．そして，特産種

や準特産種の存続にも濃い黄色信号が点滅

し始めた． 

（2）氷河期の遺産特産種に迫る存続危機 
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2000年から 2001年の冬に生じた養殖海苔

の史上空前の大不作が大きな社会問題とな

り，諫早湾締めきりとの関係が争点となって

いる．この間にも有明海は“瀕死の海”へと

急速に転落している．有明海異変が表面化し

て以来，多くの研究費が投じられ有明海の基

礎知見は豊かになった．しかし，宝の海有明

海のもう一つのかけがえのない財産である

特産種については殆ど注目されず，彼らには

そのままでは近い将来絶滅の日を迎える危

機が迫りつつあった． 

（3）大陸沿岸遺存生態系説の起源を求めて 

研究代表者らは，1980 年以来毎年少なく

とも３月の大潮時には有明海に流れ込む最

大の河川，筑後川河口域に７定点（近年では

１０定点）を設けて，稚魚網による定期調査

を継続し，特産魚の仔稚魚期の生理生態を研

究してきた．その結果，有明海特産魚は筑後

川河口域を主要な成育場とし，そこには特異

な氷河期の遺産と言える「大陸沿岸遺存生態

系」が存在するとの考えに至った．この生態

系の特徴をより詳しく解明することが特産

種の存続にとって不可欠であり，その起源を

求めて韓国西岸においてその原型を調べる

必要性に辿り着いた． 
 
 
２．研究の目的 
（1）有明海筑後川河口域における大陸沿岸

遺存生態系の実体解明 

有明海湾奥部に注ぐ筑後川河口域におい

て，特産稚魚を育む餌生物の生態，その基盤

となる浮泥（縣濁有機物：デトリタス）の動

態を明らかにする． 

（2）韓国西岸群山に流れ込む錦江河口域生

態系の骨格の解明 

韓国西岸のほぼ中央部に位置する群山に

注ぐ，筑後川とほぼ同規模の河川，錦江河口

域において筑後川河口域と同じ調査を行い，

有明海において見出されたのと同様な河口

域生態系が存在するかを検証する． 

（3）大陸沿岸遺存生態系の起源の検討 

錦江河口域をはじめとする韓国西岸浅海

干潟域において採集された有明海特産種と

同種あるいは極めて近縁な種について，分子

遺伝学的分析を行い，有明海に存在する大陸

沿岸遺存生態系が大陸沿岸に起源をもつこ

との検証を試みる． 
 
 
３．研究の方法 
（1）筑後川ならびに錦江河口域に設けた定

点において，四季別の調査（仔稚魚と動物性

プランクトンの採集，水温・塩分・濁度・有

機縣濁物・クロロフィル a・フェオフィチン

の測定）を行い，両者を比較した． 

（2）両者の比較の主要な手法として，炭素

窒素安定同位体比分析を用いた． 

（3）両調査海域において採取されたエツや

スズキについて，ミトコンドリアDNAや核DNA

を分析し，相同性や異質性を調べるとともに，

韓国西岸において採集されたスズキについ

ては交雑個体の存在を調べた． 
 
 
４．研究成果 

（1）筑後川高濁度汽水域における粒状有機

物の動態 

高頻度観測の結果，高濁度域の粒状有機物

の動態は，主に潮差と河川流量の変動に支配

されることが解明された．春季（流量変動小）

の小潮期には植物プランクトンが増殖する

のに対し，大潮期には濁度が上昇し，大量の

デトリタスを含む高濁度域が形成された．大

規模な出水の生じる夏季には，出水後徐々に

高濁度域が発達しながら上流に移動した．

C/N 比と有機炭素の安定同位体比より，春季

にはデトリタスの起源は植物プランクトン

と陸上植物に由来するが，夏季にはほぼ植物



 

 

プランクトンに由来すると考えられた． 

（2）河口汽水域におけるスズキ当歳魚の回

遊 

炭素と窒素の安定同位体比では，前者がよ

く餌の値を反映することが明らかとなった．

スズキ当歳魚は成長とともにカイアシ類シ

ノカラヌス・シネンシス，アミ類ツノナガハ

マアミ，エビ類アキアミへと食性を転換し，

前２者は低塩分汽水域に生息し，一方最後の

種は中塩分汽水域に生息する．成長に伴う筋

肉と肝臓の炭素安定同位体比は主食とする

餌生物の塩分環境をよく反映し，春季に中塩

分汽水域に出現したスズキ稚魚は，成長と共

に次第に低塩分汽水域に移動するが，夏季に

は再び中塩分汽水域に戻ることが実証され

た（図１）． 

（3）筑後川河口域におけるツノナガハマア

ミの個体群動態 

有明海特産アミ類であるツノナガハマア

ミの分布，季節的消長，生活史などを，河口

沖 10km から上流 23km（筑後大堰直下）まで

の間に設定した１０定点において得た 20 ヶ

月にわたる試料を分析し，検討した．その結

果，本種は塩分 0 近くから 10 前後までの低

塩分汽水域に周年分布し，盛夏を除く春から

秋まで（水温 10～25℃）高密度に，冬季には

低密度になる季節変化を示すこと，成熟個体

は淡水に近い低塩分汽水域において幼生を

放出し，幼生は降下しながら成長して成熟が

始まると共に上流に遡上する生活史パター

ン等が明らかになった． 

（4）筑後川におけるエツの初期生残と河川

流量の関係 

エツの産卵期に当たる５～８月に淡水感

潮域を中心に，卵仔魚採集を行った結果，渇

水時と顕著な増水時には産卵量は少ないこ

とが判明した．既存の体長と日齢の関係より，

初期の仔魚について孵化日を推定し，孵化後

１５日間の日平均河川流量との関係の解析

により，毎秒 100～300 トンの平水時に生ま

れた仔魚の生き残りが良いことが示された．

エツ仔魚は高塩分下では生存できないこと

が飼育実験により確かめられ，産卵のタイミ

ングと適正な河川流量がうまく合い，仔魚が

海域に流されないことが，重要な生き残り条

件と考えられた． 

（5）筑後川における特産シラウオ科２種の

対称的な初期生態 

アリアケヒメシラウオとアリアケシラウ

オは筑後川淡水感潮域において産卵するが，

前者は終生淡水感潮域に生息するのに対し，

後者は初期には河口域沖まで降下し，その後

徐々に河川汽水域に遡上する．仔魚の形態や

サイズはほぼ同じであるのに，一方は直ぐに

川を下るに対して，他方はそのまま淡水域に

止まる．詳しい現場調査の結果，前者は孵化

後流れの緩やかな場所に分布するのに対し，

後者にはその様な傾向は認められなかった．

また，両種の初期仔魚の高塩分耐性に関して

もそのことを裏付ける飼育実験結果が得ら

れた． 

（6）韓国錦江河口域の物理・生物的環境 

河口沖から大堰（河口から 8km）直下まで

に４定点を設け，筑後川河口域と同じ方法に

より四季別調査を行った．物理環境はその時

の放水状態によって大きく異なり，通常の止

水時には最上流点（堰の直下）でも塩分は 10

以上とかなり高く，濁度も低い値 (100NTU 以

下)であった．一方，６月の放水時には河口

域は淡水化すると共に濁度は 1000NTUを超え

た．周年にわたって仔魚量は筑後川河口域よ

り著しく少なく，有明海特産魚に相応する仔

稚魚はほとんど採集されなかった．これらの

事実は，淡水放水量の長期にわたる制限が河

口域生態系に深刻な影響を与え，結果として，

錦江河口域では大陸沿岸遺存生態系（図２）



 

 

の起源と考えられるような原型の存在を確

認するには至らなかった． 

（7）有明海特産種と韓国西岸該当種との遺

伝的差異 

韓国西岸北部，韓国西岸中部および有明海

のエツについてミトコンドリアDNA調節領域

前半を用いた遺伝分析を行った．その結果，

両地域の個体群では遺伝的多様度や遺伝子

型頻度が大きく異なり，有明海の個体群は大

陸沿岸からは独立していることが示された．

両群の分化の程度は大きく，有明海個体群の

創出は最終氷期以前に遡ることが推定され，

ムツゴロウ等で示されている結果も併せる

と，有明海の遺存生態系が確立されるに至る

経過と地史的背景について再検討する必要

があると考えられた．スズキについては，韓

国で採集されたサンプルからは交雑に由来

する個体は見つからず，交雑現象には海域の

閉鎖性など，有明海固有の環境が強く関わっ

ている可能性が考えられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
図 1：筑後川河口域におけるスズキ当歳魚の

回遊の模式図 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：有明海筑後川河口域に存在が確認され

た“大陸沿岸遺存生態系説”を表す模
式図 
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